
注意：  SYNTH9にはElectro-Harmonix 9.6DC-200mAアダプターが付属します。
SYNTH9の消費電力は9VDCセンターマイナス/100mAです。間違ったアダプターを使用
すると故障の原因となり、保証対象外となりますのでご注意ください。

 

SYNTH9
Synthesizer Machine 

 

 

 
はじめに
付属のアダプターを接続し、楽器をINPUTに、アンプをSYNTH OUTPUTに接続してください。
DRYコントロールを最小(反時計回りいっぱい)に設定し、その他の黒色のコントロールノブは
12時に設定してください。プリセットを選択した後(最初は“OBX”をお勧めします)、フット
スイッチを押し、LEDが点灯することを確認してください。その後はコントロールを調整し、
あなたの好みの音を作り出してください。説明書の最後に、音作りのヒントとなるファクトリ
ー・セッティングとお気に入りの設定を記入していただけるユーザーセッティングページがあ
ります。

 
 

コントロールと接続  

DRY VOL(ボリューム)コントロール
DRY OUTPUTジャックから出力されるドライシグナルのボリュームをコントロールします。

SYNTH VOL(ボリューム)コントロール
MINI MOODを除くすべてのプリセットにおいて、SYNTH OUTPUTジャックから出力される
選択したプリセット全体のボリュームをコントロールします。MINI MOODでは、SYNTH VOL
コントロールはポルタメント・シンセサイザーではないボリュームをコントロールします。
CTRL 1でポルタメント・シンセサイザーのボリュームをコントロールします。

CTRL 1 ＆ CTRL 2コントロール
選択したプリセットにより、機能が変わります。後述の「プリセットの解説 」をご覧ください。

PRESETコントロール
ノブの周辺に記載されている白いナンバリングを選択してプリセットを切り替えます。

 

Electro-Harmonix SYNTH9をご購入いただきまして誠にありがとうございます。SYNTH9は
MIDIピックアップなどの使いづらい特別なデバイスを使う必要なく、B9のオルガンサウンドや
KEY9のエレクトリック・ピアノサウンドのように、エレクトリックギターでクラシックMoog®や
Oberheim®、ARP®などのアナログシンセサイザーのサウンドをエミュレートします。
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1.　OBX ‒ ファットなサウンドのOberheim® OB-Xをエミュレートしています。
　　CTRL 1はトーンコントロール、CTRL 2は最大４オクターブの間でピッチをコント
　　ロールします。

INPUTジャック
ギター/ベース等を接続する1/４“ フォーンジャックです。
後述「SYNTH９の使用上のアドバイス」の項目1、2をよく読んだうえでご使用ください。

DRY OUTPUTジャック
DRY OUTPUTジャックは、INPUTジャックから入力された信号がバッファー回路を通っ
て出力されます。エフェクトのON/OFFに関わらず、DRY OUTPUTからは常にドライシ
グナルが出力されます。

SYNTH OUTPUTジャック
SYNTH OUTPUTジャックは、DRY VOLコントロールとSYNTH VOLコントロールに
よってミックスされた信号が出力されます。エフェクトをバイパスした場合は、バッフ
ァー回路を経由したドライシグナルが出力されます。 

BYPASSフットスイッチ
BYPASSフットスイッチはSYNTH9のバッファード・バイパスとエフェクトモードを切り
替えます。エフェクトモードが選択されるとLEDが点灯します。

 プリセットについて  

2.　PROFIT V ‒ Sequential Circuits社のProphet-5をベースにアレンジしたサウンド
　　です。CTRL 1はダウン・エンベロープフィルターのスウィープ(可変)タイムを調整
　　します。CTRL 2はオクターブもしくは５度の間で8音階でピッチをコントロールし
　　ます。

3.　VIBE SYNTH -ハーモニクスとビブラート効果を加えたポリフォニック・シンセサ
　　イザーです。CTRL 1はハーモニクスの強さとスウィープレンジを設定します。 
　　CTRL 2はビブラートのレート(速さ)とデプス(深さ)を調節します。CTRL 2を右方向
　　に回すと、ビブラートは速く、深くなります。

4.　MINI MOOD ‒ 有名なMoog®にインスパイアされたポルタメント・シンセサイザーと
　　ノンポルタメント・シンセサイザーをブレンドしたサウンドです。SYNTH VOLはノン
　　ポルタメント・シンセサイザーのボリュームを設定します。CTRL 1はポルタメント・
　　シンセサイザーのボリュームを設定します。CTRL 2はポルタメント・タイムを設定し
　　ます。このプリセットはモノフォニックでの使用に最も適していますが、早いフレーズ
　　を演奏する際にはCTRL 1の設定を下げてください。
　　※ポルタメントとは、「グライド」とも呼ばれ、音から音の変化を繋がっているように
　　　滑らかに変化させる動作を指します。

5.　EHX MINI - クラシックなelectro-harmonixのMini Synthをエミュレートしています。
　　CTRL 1はエンベロープフィルターのスウィープタイムとスウィープの方向を設定します。
　　CTRL 1を12時方向から反時計回りの範囲で設定した場合、フィルタースウィープのアタ
　　ックタイムを設定し、12時方向より時計回りの範囲に設定するとフィルタースウィープ
　　のディケイタイムを設定します。CTRL ２は最大4オクターブの間でピッチをコントロ
　　ールします。
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6.　SOLO SYNTH ‒ シンセ・オシレーターと矩形波のファズギターサウンドを組み合わ
　　せて過激なシンセ・トーンを作り出すファズシンセ・プリセットです。CTRL 1はトーン
　　をコントロールします。CTRL 2は最大4オクターブの間でピッチをコントロールします。
 7.　MOOD BASS ‒ Mini Moog®とTaurusペダルからインスパイアされたプリセットです。
　　MOOD BASSはモノフォニック(単音)での使用に最適です。CTRL 1はダウン・フィル
　　タースウィープのスウィープタイムを調整します。CTRL2は3オクターブ間から選択
　　します。

 8.　STRING SYNTH ‒ ARP®のストリング・シンセをエミュレートしています。
　　CTRL １はトーンをコントロールします。CTRL 2はフィルタースウィープの
　　アタックタイムを設定します。
 
9.　POLY VI ‒ KORG®のPolysixからインスパイアされたプリセットです。CTRL 1はトーン
　　をコントロールします。CTRL 2はモジュレーションのデプスをコントロールします。

仕様  
・バッファード・バイパス 
・インプット・インピーダンス:1MΩ
・アウトプット・インピーダンス: 500Ω
・消費電流: 100mA

SYNTH9のご使用上のアドバイス

1.　基本的に SYNTH9 は、ペダルチェーンの一番最初に接続してご使用いただくことを
　　お勧めいたします。SYNTH9 の後段にモジュレーションやディレイ、リバーブなど
　　を接続してください。SYNTH9 は、アンプのセンド・リターンに接続しての使用
　　には適しておりません。

2.　最適な演奏を可能にするには、ギターのブリッジピックアップを使用しギターのボリュ
　　ームを最大に設定してください。

3.　SYNTH9 の前段に歪み系のペダルを使用しないようにしてください。SYNTH9 が
　　適切に音を認識できず正しく動作いたしません。もし歪み系のペダルを使用する際
　　はSYNTH9 の後段にご接続ください。

4.　SYNTH9 にはコンプレッサーが搭載されており、シンセサウンドに常にかかっている
　　状態です。SYNTH9 が ON の状態で外部のコンプレッサーをさらに使用すること
　　はお勧めいたしません。

5.　SYNTH9の反応する音域はギターの1弦の23フレット(ハイE)からベースの3弦の
　　開放(A)の音まで反応します。

 ※KORG、及びARPは株式会社KORG Inc.の商標です。
※MOOGはMoog Music Inc.の商標です。
※OberheimはMusic Orp. IP Ltd.の商標です。
※SequentialはDave Smith Instrumentsの商標です。
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〒468-0002
愛知県名古屋市天白区焼山 1丁目 813番地
E-MAIL : support@kyoritsu-group.co.jp


